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1月1日の早朝、長い伝統がある
白石高校陸上競技部OB会主催の
「白石城一周元旦マラソン」が開催
されました。
今年で43回目となるこのマラソ

ンには、同校のOBをはじめ約60人
の市民が参加。一周2.5キロのコー
スを参加者一人ひとりの力に応じ
て、それぞれのペースで走り、参加
者全員が完走しました。

終了後には、神明社でおはらいを
受け、今年1年を健康に過ごせるよ
うにと祈っていました。

今年の健康もマラソンから！

白石城一周元旦マラソン

1月1日の早朝、白石城三階櫓に
おいて「初日の出を拝む会」が開催
されました。

元旦の日の出時間は、午前6時53
分。三階櫓からの初日を拝もうと家
族連れなど多くの皆さんが集まりま
した。残念ながら、今年の元旦の空
は雲に覆われてしまいましたが、そ
の雲を押し上げるように東の空から
初日が姿を現わすと、集まった人た
ちから大きな歓声が上がり、平成
18年への思い思いの願いを込めて
初日を拝みました。

初日の出に願いを込めて！

白石城で「初日の出を拝む会」

大みそかの夜から元旦にかけて、
白石城本丸内の鐘堂で、恒例となっ
た「除夜の鐘を鳴らす会」が開催さ
れました。この日、白石城には厳し
い寒さにもかかわらず、家族連れや
受験生、カップルなど大勢の人が
次々と訪れ、それぞれ「良い年が迎
えられますように」「入学試験に合
格しますように」といった願いを込
めて鐘を打ち鳴らしました。

人々の思いを乗せた荘厳な鐘の音
は、新しい年を迎える城下町に響き
わたっていました。

1月1日、恒例となった白石サッ
カー協会主催の「けり初め」が、白
石川サッカー公園で開催されました。

昭和43年から始まったこの「け
り初め」には、市内はもとより市外
から、小学生からシニアまでのサッ
カー愛好者約70人が参加。白石サ
ッカー協会の佐藤浩会長のあいさつ
の後、参加者をシニアの部・ユース
の部に分け、それぞれの部で紅白試
合が行われ、元旦から熱い戦いを繰
り広げました。

1月2日、弥治郎こけし村に隣接
する小野宮惟喬

これたか

親王神社（通称こけ
し神社）で恒例となったこけしの初
挽きが行われました。
今年は地元弥治郎系の新山実さん

のほか、遠刈田系の佐藤保裕さん、
作並系の平賀輝幸さんの3名が、つ
めかけた大勢のこけし愛好家たちの
見守る中で熟練の技を披露しました。

出来上がった新年最初のこけしを
神社に奉納した新山さんは、「今年
も良いこけしができますようにと祈
念しました。」と語っていました。

1月2日、宮城県指定無形文化財
の刀匠・宮城昭守（本名：眞一）さ
んの工房で、恒例の「日本刀初打ち」
が行われました。

大鷹沢三沢の工房には、初打ちを
一目見ようと刀剣愛好家などが訪
れ、厳粛な雰囲気の中、玉はがねを
熱してたたき、薄く伸ばして品質を
みる「玉つぶし」と呼ばれる刀剣製
作の最初の工程が行われました。
工房内には玉はがねを打つ音が響

き、愛好家たちは熱の入った作業を
真剣な表情で見つめていました。

新しい年に願いを込めて

白石城「除夜の鐘を鳴らす会」

今年も元旦からキックオフ！

白石サッカー協会「けり初め」

良いこけしができますように

こけしの初挽
ぴ

き

新年、伝統の技に思いを込めて

日本刀初打ち
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▲熱式警報器

▲煙式警報器
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